
3/29 オンライン学習会「防衛予算倍増　コロナ禍で形骸化
する財政民主主義」　公正な税制を求める市民連絡会
　政府は、財源不足や高齢化による社会保障費の増加などを理由に、生活保護、年金、医療・介護、保育・教育などの広範な分野で、社会
保障の削減、自己負担増などを進めてきています。
　ところが、防衛費については、別枠の財源があるかのように、十分な議論も行わなず財源の手当も不明確なまま、２０２３年度からの５
年間で総額４３兆円とし、２０２７年度にはＧＤＰ比で２％とするという、防衛予算を大幅の拡充する方針を打ち出しました。

　このままでは、財源難を理由とする社会保障の削減は一層加速し、貧困・格差の拡大は止まらず、社会の分断・対立の危機が深まり、外
から攻められるより先に、内部から社会は壊れていくのではないでしょうか。
　防衛予算倍増ありきで、財政民主主義を無視したかのような現状の問題点、財政民主主義を機能させるにはどうすればいいのか。本学習
会では、財政民主主義と永世中立国・半直接民主制のスイスを研究者である掛貝裕太さんをお迎えして、防衛増税問題、財政民主主義につ
いて、考えます。
　ぜひ、ご参加ください。

テーマ：防衛予算倍増　コロナ禍で形骸化する財政民主主義
日時：２０２３年３月２９日（水）　１８時００分～２０時００

講師：掛貝裕太さん（茨城大学人文社会科学部　講師）
プロフィール：慶應義塾大学大学院経済学研究科後期博士課程単位取得退学、博士（経済学）。日本学術振興会特別研究員DC1、慶應義
塾大学経済学部助教(有期)等を経て、2020年４月より現職。専門は財政学（財政民主主義、現代スイス財政）。近刊に、「財政民主
主義についてのサーベイと概念的多面化への試論  利害の多様性を前提とした財政民主主義へ」『生活経済政策』(287)  2020
年12月、「NPMと現代スイスの労働政策における政治過程について 競争的・客観的・量的評価は、いかにして政治的に拒絶可能か 」
『社会保障研究』6(3) 2021年12月など。

（開催および参加方法）
ZOOMウェビナーによる開催
次のURLまたはQRコードからお申込みいただけます。
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_erwsi5f5SPGGaIhCv5
IMCg

https://saitamasogo.jp/archives/90438
https://saitamasogo.jp/archives/90438
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_erwsi5f5SPGGaIhCv5IMCg
https://us02web.zoom.us/webinar/register/WN_erwsi5f5SPGGaIhCv5IMCg


（参加用ＱＲ）
お申し込みご登録後参加に関する確認のメールが届きます。
資料のダウンロード用のURLは申込み後、別途メールにてご案内します。

（参加費）
◎カンパ（1口1000円）のお願い
本学習会のご参加は無料ですが、カンパにご協力いただけますと大変幸いです。
（振込先）
ゆうちょ銀行　公正な税制を求める市民連絡会
（コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ）
◎　ゆうちょ銀行から振込：10160-446381
◎　他行から振込：ゼロイチハチ（018）支店
　　普通預金口座　0044638

（主催）公正な税制を求める市民連絡会
（お問い合わせ先）
公正な税制を求める市民連絡会事務局
〒 330-0064　さいたま市浦和区岸町７-１２-１　東和ビル４階　埼玉総合法律事務所
弁護士 猪股 正　　電話　048(862)0355　　FAX　048(866)0425

【コラム】木の棒を育てる（弁護士竹内和正）
家のベランダに中型のプランターを2台置き、もう何年も花や野菜、ハーブなどを育てています。突然生えてきたキノコにおびえたり、はっ
ぱを食い荒らす虫と（直接さわれないので棒で）対決したりしながらも、プランターで四季を楽しんでいます。去年は、プランターの端に
勝手に生えてきた雑草に、３か月程度、毎日水をあげ続け、こんもりと大きく育てることにも成功しました。

栽培欲は留まることを知らず、観葉植物も育ててみたいと考えるようになっていたのですが、室内の観葉植物に虫が発生してしまったらと

https://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2023/03/QR_715367.png
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考えると、怖くて手を出すことができませんでした。そうしていたところ、物欲しそうに観葉植物を眺める僕の姿をみかねた家族が、昨年
の誕生日にお猪口に植えられた小さなパキラを贈ってくれました。僕は、とても嬉しくて、（家だと虫がついたら困るので）事務所で育て
ていたのですが、パキラは日を追うごとにどんどん元気がなくなり、葉が落ちていってしまいました。僕は、穴がなく水が抜けないお猪口
の構造に問題があると考え、パキラを鉢に植え替えました。そして、その結果、現在は、おしゃれな白い漆器の鉢に、「パキラ」と書かれ
た札と、木の棒だけがささっている状態になっています。

そして、それから半年、僕は木の棒に水をあげ続けています。僕としてはパキラを育てているのですが、事務所の皆さんからすると、木の
棒に水をかけ続けているように見えていると思います。さすがに気味が悪いのか、どうして僕が木の棒に水をかけ続けているのか聞いてく
る人はいません。

枯れるも何も、現状、ただの棒なので、いつあきらめてよいかもわかりません。このままでは、新葉が出てこない限り、僕は黙々と、これ
からずっと、木の棒に水をあげ続けなければならないことになります。 なんとか今年、新葉が出てくれることを切に願います。

弁護士　竹内　和正

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

こちらの話には続きがあります。続編はこちらです。

https://saitamasogo.jp/archives/90278

【コラム】眠る美術品（弁護士谷川生子）
コロナ渦の中、足が遠のいていましたが、昨年は何回か美術館に行くことができました。美術の知識はなくとも、心惹かれる作品に出会っ
たり、作品の背景をあれこれ考える時間は楽しいものです。こんな風に、多くの人にとって美術品は鑑賞して楽しむものだと思いますが、
一部の人にとっては資産あるいは投資対象でしかありません。
輸入手続前に品物を保管する「フリーポート（保税倉庫）」の実態を描いた海外ドキュメンタリーを見ました。フリーポートに保管されて
いる間は関税等の税金がかからず、しかも一時的な保管庫のはずが保管期間の延長が認められているため、超富裕層が、購入した美術品を
半永久的にフリーポートに保管しているのです。数々の貴重な美術品が誰の元にも（買った本人の元にさえ）届くことなく倉庫に眠ってい
るとは。それだけでも十分罪に思えますが、問題はフリーポート内で取引すれば税金がかからないため、マネーロンダリングや資産隠しに
利用されているという点です。スイス、香港、シンガポ－ル等世界各地で前々から疑問視されているものの、多くの国は巨額の収入を見込
めるフリーポートビジネスを擁護しています。
政治も美術品も限られた人のものなのかとやりきれない気持になりますが、ウクライナ侵攻後、ロシアへの制裁措置に関連して、フリーポー
トに新たな規制を設ける議論も起こっているようです。

いつかフリーポート内に眠っている数々の美術品を直に鑑賞できたら。生きているうちに実現するよう願っています。

https://lovegreen.net/library/house-plant/p89001/
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https://saitamasogo.jp/archives/90302
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https://www.nhk.jp/p/wdoc/ts/88Z7X45XZY/episode/te/PKYPYP2PP1/


弁護士　谷川　生子

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

【コラム】教えることは難しい（弁護士佐渡島啓）
この数年、埼玉県内の高校や専門学校で過労死防止対策等に関する特別授業をおこなっていますが、この中で、過労死や精神障害の発症が
労災認定される件数の多い業種（運送業、小売業、医療・介護等）についてピックアップし、長時間労働などに注意しなければいけないと
話すことがありました。すると、授業後に教員から、うちの学校からこれらの業種に就職する生徒が多い、生徒達が社会に出るのが怖くな
らないか心配だ、といったことを言われました

労働法の講義を担当している母校の早稲田大学では、毎回の講義後の学生のコメントで、例えば、三年も働いているのにアルバイトだから
という理由で有給休暇はないと言われているというような相談が多々寄せされます。しかし、法律的には、アルバイトであっても条件を満
たせば有給休暇は取得できます。そのため、このような質問に対しては、残念ながら法律違反の可能性があるようだと答えざるを得ません。

大人の一人として、このような労働環境が存在することを若者に伝えなければならないことを申し訳なく思います。それでも、労働法の長
い歴史を考えれば、若者が安心して働ける環境が少しずつでも実現されてきていることも事実だろうと思います。学生たちが働くことに前
向きになって社会に出ていけるよう、何を、どのように伝えるべきか、今年も試行錯誤したいと思います。　

弁護士　佐渡島　啓

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

4/2（日）反貧困ネットワーク全国集会2023「武器よりく
らしを！排除より連帯を！」
2023年4月2日（日）14:30～19:20（開場14:00）
会場：文京区民センター3A会議室(〒113-0033　東京都文京区本郷4-15-14)

参加申し込み不要です。直接会場へお越しください。

https://saitamasogo.jp/tanikawaseiko
https://saitamasogo.jp/archives/90299
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000053725.html
https://saitamasogo.jp/sadoshimakei
https://saitamasogo.jp/archives/90424
https://saitamasogo.jp/archives/90424


交通アクセス 最寄駅
●東京メトロ丸ノ内線 後楽園駅 4b出口【徒歩5分】
●東京メトロ南北線 後楽園駅 6番出口【徒歩5分】
●都営地下鉄三田線／大江戸線 春日駅 A2出口【徒歩2分】
●JR線 水道橋駅 東口【徒歩15分】

https://youtube.com/watch?v=A4kAu8FIi6c%3Ffeature%3Doembed%E3%
83%A9%E3%82%A4%E3%83%96%E4%B8%AD%E7%B6%99%E3%81%AF%E3%81%93%E3
%81%A1%E3%82%89%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A6%96%E8%81%B4%E3%81%A7%E
3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99
ライブ中継はこちらから視聴できます

目次

反貧困ネットワーク全国集会2023集会プログラム1.
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〇17:40〜19:10　セッション3　【対論】貧困格差、分断と排除に抗する若者世代の叛乱5.
〇終会宣言6.
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●主催8.

反貧困ネットワーク全国集会2023集会プログラム
司会：猪股 正(反貧困ネットワーク理事)　大塚 恵美子(反貧困ネットワーク理事)
主催者挨拶：宇都宮 健児（反貧困ネットワーク理事長）

〇14:30〜15:20　セッション１　反貧困ネットワークからの報告
１．反貧困ネットワーク・新型コロナ災害緊急アクション１年間の活動報告
　　瀬戸 大作（反貧困ネットワーク事務局長）
２．反貧困ネットワーク外国人支援の現状報告
　　原 文次郎（反貧困ネットワーク外国人支援担当理事）

https://youtube.com/watch?v=A4kAu8FIi6c%3Ffeature%3Doembed%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%96%E4%B8%AD%E7%B6%99%E3%81%AF%E3%81%93%E3%81%A1%E3%82%89%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A6%96%E8%81%B4%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99
https://youtube.com/watch?v=A4kAu8FIi6c%3Ffeature%3Doembed%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%96%E4%B8%AD%E7%B6%99%E3%81%AF%E3%81%93%E3%81%A1%E3%82%89%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A6%96%E8%81%B4%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99
https://youtube.com/watch?v=A4kAu8FIi6c%3Ffeature%3Doembed%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%96%E4%B8%AD%E7%B6%99%E3%81%AF%E3%81%93%E3%81%A1%E3%82%89%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A6%96%E8%81%B4%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99
https://youtube.com/watch?v=A4kAu8FIi6c%3Ffeature%3Doembed%E3%83%A9%E3%82%A4%E3%83%96%E4%B8%AD%E7%B6%99%E3%81%AF%E3%81%93%E3%81%A1%E3%82%89%E3%81%8B%E3%82%89%E8%A6%96%E8%81%B4%E3%81%A7%E3%81%8D%E3%81%BE%E3%81%99
https://hanhinkonnetwork.org/archives/1410#toc-1
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〇15:25〜17:20　セッション２　課題別報告
１．入管法反対問題
　　指宿 昭一さん（外国人労働者弁護団)

２．仮放免者からの発言

３．女性と子供の貧困問題
　　寺内 順子さん（シンママ大阪応援団）　

４．非正規労働
　　伊藤 みどりさん（介護ヘルパー国賠訴訟原告）　

５．インボイス制度
　　小泉 なつみさん（インボイス制度を考えるフリーランスの会）　

６．最低賃金
　　河添 誠さん（最低賃金大幅引き上げキャンペーン委員会）　

〇17:20〜17:40　休憩・ミニライブ
　　移民難民雑技団よりアフリカンミュージックなどの演奏

〇17:40〜19:10　セッション3　【対論】貧困格差、分断と排除に
抗する若者世代の叛乱
進行：瀬戸 大作（反貧困ネットワーク事務局長）

登壇者：荒井 佑介さん(NPO法人サンカクシャ代表理事)
　　　　阿部 華奈絵さん(三鷹で焚き火をしよう)
　　　　幸田 良佑さん(TENOHASI わかちあい練馬)
　　　　加藤 美和さん(仮放免高校生奨学金プロジェクト　大学生)
　　　　ミラクルさん(ガーナ国籍日本生まれの留学生　大学生)

〇終会宣言
藤井 秀樹(反貧困ネットワーク理事)

https://grb2012.wordpress.com/
https://shinmama-osaka.com/
https://helper-saiban.net/
https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/110508
https://saiteichingin.undo.jp/
https://www.sankakusha.or.jp/donation/?gclid=Cj0KCQjwwtWgBhDhARIsAEMcxeDxMErOcaf_nK0-vUGTj4wi_h5sJa3ps7gKXosN4k5a22d2zIvxGtQaAoRgEALw_wcB
https://komaca.app/kanae199-harsh/
https://tenohasi.org/
https://www.wakaneri.org/
https://www.tbsradio.jp/articles/65565/


●集会開催カンパを募集しております
口座振込：ゆうちょ銀行　〇一九支店　当座　594755
郵便振替：00170-5-594755　　加入者名：シャ)ハンヒンコンネットワーク
WEBから寄
付：https://www.congrant.com/project/antipovertynetwork/2902
※依頼人名または備考欄に「シュウカイ」と記入ください（表記は不問です）

●主催
一般社団法人反貧困ネットワーク
<サポートセンター>〒169-0051　東京都新宿区西早稲田2-4-7東京DEW
電話：090-7835-4477／050-5526-3010（月・水・金：12:00～18:00）
メール：info@hanhinkonnetwork.org

https://www.congrant.com/project/antipovertynetwork/2902
https://hanhinkonnetwork.org/
mailto:info@hanhinkonnetwork.org






外回りのごほうび
外回りは、雨の日も風の日も、猛暑の日もありますが、
のどかな日は延々外回りしていたくなります。
でも、お仕事が残ってるので早足で戻ります(T_T)。

季節を感じられるひとときでもあります。

県庁も「開花宣言」です！

（事務局　松田）

https://saitamasogo.jp/archives/90418
https://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2023/03/f63c9f279bbf4726c6348d09a3290959-scaled.jpg


【コラム】手の届かない星をつかむ（弁護士伊須慎一郎）
無趣味人間なのですが、妻と劇団公演を観に行くことが好きです。今年は、こまつ座の「貧乏物語」、「紙屋町さくらホテル」、「頭痛
肩こり　樋口一葉」、「イヌの仇討」、「吾輩は漱石である」を観劇しました。
どれも甲乙付け難いのですが、男闘呼組の高橋和也さんが広島に投下された原爆により壊滅した移動演劇桜隊（さくら隊）の隊長を務めた
俳優丸山定夫さんを生き生きと演じた「紙屋町さくらホテル」は素晴らしかった。腹の底から笑ったのは久しぶりだったのではないでしょ
うか。
高橋さんは「（戦争中）演劇にのめりこむことで救われる部分もあるだろうし、現実と対決しているように見える。そういう形でしか自分
達の生を全うできなかったのではないか。」、演出の鵜山仁さんは「戦争責任を、また表現の自由について考えることを、舞台の上でつき
つめなければならない。打ち勝てない敵と戦う、手の届かない星をつかむ、我々はそういう「見果てぬ夢」を忘れてしまっているのではな
いか」と述べられています。
ふと、小島誠一自由法曹団元団長が「使命、自分の人生、全人格をかけた使命というものに価値を見いだせたときに、初めてその人生は輝
くのではないかと思う。」と述べられていたことを思い出しました。
私には手の届かない星をつかむことはできないかもしれませんが、つかもうとする気持ちを持ち続けたいと考えています。

弁護士　伊須　慎一郎

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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法教育の授業に行ってきました（弁護士深谷直史）
私が所属している埼玉弁護士会の法教育委員会では、小中学校や高校に講師派遣をし、法教育の実践の授業を行っています。先日、私も講
師の一人として小学校に行ってきました。今回は「問題解決」の授業です。

簡単に言うと、あるテーマの課題を生徒自らが発見し、その解決策を理由とともに説明し、お互いに議論してもらうというものです。弁護
士の役割はというと、何かを教えるわけでなく、生徒たちの自発的な話し合いをサポートして議論の状況を見守ります。
こうやって授業をやってみると、「議論」というのは、ちゃんと訓練をしておかないと適切な形にならないなと改めて感じます。

「議論をする」と一言で言っても、①自分の主張を簡潔に言う、②自分の主張に至った理由を説明する（ここが一番大事）、③自分の意見
を最後まで言う、④言われた意見をちゃんと最後まで聞く、といったように、幾重ものプロセスを経てようやく「議論」になります。大人
同士の話し合いでも、②を何となくで済ませてしまったり、④が軽視されてしまったりすることもあると思います。

今回の授業では、このお作法を守りつつ、問題解決に向けてちゃんと話し合いができるかどうかを見ていました。生徒の皆さん、とても良
い話し合いができていたと思います。弁護士の仕事にも興味を持ってくれたみたいで、何だか嬉しいです。

小学生はとてもパワフルで、かつ鋭い意見が出たりするので、講師の私にとっても刺激になります。「論破」がもてはやされる現代で、双
方向の適切な議論ができるようになってもらえればなと思います。今後の日本の民主主義を支える生徒たちに、未来にバトンを繋ぐつもり
で今後も授業をしていきたいと思います。

弁護士　深谷　直史

【コラム】大河ドラマの楽しみ（弁護士高木太郎）
【コラム】を更新しました
【コラム】大河ドラマの楽しみ（弁護士高木太郎）
https://saitamasogo.jp/?p=90288

#埼玉総合法律事務所
#弁護士高木太郎
#高木太郎
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【コラム】終わりばかりじゃないぞ（弁護士牧野丘）
新型コロナのパンデミックになってから毎年１人ずつ孫が誕生し、現在、３人のおじいちゃんです。おじいちゃんとかじいじいとか呼ばれ
るのに抵抗があったので、どう呼ばせるかはかなりの悩みでしたが、結局、「じいちゃん」に。ちょっとイントネーションは工夫してもら
うつもりですが、まだ孫たちはそこまでお話ができないので、これからの課題。

このくらい年になると「始まること」よりも「終わること」が多い。まだ老け込む年でもないし、いろんな力量が落ちているわけではない
自信はあるのですが、「終わり」に接するとどうも気分が落ちます。「終わり」は必ずしも悲しいこととは限らないのですがね。逆に「始
まり」に触れると自然とエネルギーがみなぎります。今、上の孫２人は、言葉を覚え始め、会うたびに新しい感動を味わわせてくれます。
こんな「右肩上がり」現象、ここ最近、見たことがありません。おそらく私の息子、娘、嫁、婿たちはみんな一喜一憂しながら毎日必死に
過ごしているに違いないのですが、私にとっては喜びでしかありません。きっと免疫力も上がっていることでしょう。

どんなことにも「終わり」はあり、その多くは寂しい。ですが、その傍らでは、同時に、「始まり」も絶えず存在していて、「始まり」は
終わりつつある日々に勇気と希望を与えてくれます。いつまでも「終わり」などないのではないか、という気持ちにもさせてくれます。次
はどんな始まりがあるのか。

弁護士　牧野　丘

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）
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